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１．はじめに 

旭川市小学校長会では「次代を展望し学校 

改善を確かに実現する校長会」を大目標に掲 

げ，中山雅文会長を中心に会員５５名が創意 

と活力があり，信頼と秩序に基づく調和のと 

れた学校経営の推進に努めてきた。具体的に 

は，４つの部と８つの地区校長会を組織の両 

輪として職能向上を目指した研修活動を推進 

してきた。また，旭川市中学校長会及び上川 

管内校長会と連携を深め，共通した教育課題 

解決のため本会の組織力を強化してきた。 

 

２．研究計画 

⑴ 基本方針 

平成２８年度の旭川市小学校長会活動方針と重点及び前年度の活動の成果と課題を踏ま

えて，研修，文教，法規に関する研究活動と事業を推進する。 

⑵ 研究の方向性  
   【大目標】「次代を展望し 学校改善を 確かに実現する校長会」 

⑶ 研究の重点 

①  心豊かでたくましく生きる児童を育成する創意と活力のある学校経営の推進 

②  信頼と秩序に基づく調和のとれた学校経営の推進 

③  会員の協働意識を高める組織強化と福利厚生の充実 

⑷ 研究の方法 

①  各部（学校経営部，研究法制部，調査広報部，組織厚生部）に会務を分掌する。 

② 各地区校長会（中央，東部，南部，西部，北部，新永，神居，神楽）において，学校経

営等に関する情報を交換したり，人材の発掘とその育成に努めたり，各種課題について

研究，協議したりする。 

③   各部，各地区校長会での業務や研究内容は，常任委員研修会や部長･地区会長合同研修

会での協議を経てから，全会員による校長会議・研修会で報告，協議が行われる。 

 

３．研究活動 

⑴ 各地区校長会における研究・研修活動      

月１回程度，定期的に地区ごとの研修会を開催し，各部の情報交流や今日的な教育課題

について研究，協議を深めたり，各学校の経営上の課題解決に向けた取組について情報交

流や意見交換を行ったりしてきた。 

⑵ 上川管内公立小・中学校長教育研究大会開催 

① 主  催 旭川市小学校長会，旭川市中学校長会（主管），上川管内校長会 
② 期日会場 平成２８年８月３日（水），旭川市大雪クリスタルホール，神楽公民館 

 
上川管内公立小・中学校長教育研究大会 



③ 分 科 会 第１０次３か年計画１年次の研究主題の下，６つの分科会（小４，中２） 

④ 活動概要 

午前の部では，北海道立旭川美術館長 菅沼 肇 氏による「自学力を高める学校経

営の推進」についての講演を行った。午後の部では，４つの分科会において，研究主題

に沿った提言を基に，活発な研究協議を行った。各分科会で，末広小の秦校長，台場小

の佐々木校長，共栄小の岩田校長，旭川第一小の加藤校長が貴重な提言を行った。 

⑶ 旭川市小・中学校長法制研修会開催 

①  主  催 旭川市小学校長会，旭川市中学校長会（主管） 

② 期日会場 平成２８年８月４日（木），神楽公民館 

③ 講師・研修課題 

【説明】・・・・・・・・北海道教育庁教育職員局給与課主査    佐藤 潤子 氏 

ア 学校職員人事評価結果の給与への活用 

【学校運営関係】・・・・北海道教育庁上川教育局企画総務課長   清水 厚次 氏 

       ア  上川管内人事異動要項と広域人事における実施上の成果と課題，今後の見通し 

【学習指導関係】・・・・・・北海道教育庁上川教育局教育支援課長 佐藤 潤一 氏 

     ア 次期学習指導要領改訂に係る直近の動向 

     イ 新たな教育の動向 

【旭川市教育委員会関係】・・・・・旭川市教育委員会学校教育部長 田澤 清一 氏 

ア 旭川版小中連携・一貫教育の在り方と今後の展望 

    イ 障害者差別解消法施行に係る学校における対応 

④ 活動概要 

全会員からのアンケートを基に，ニーズに応じた研修課題を設定し，講師の方々

から研修課題に沿って時宜を得た丁寧な説明を受け，研修を深めることができた。 

⑷ 北海道小学校長会教育研究小樽大会への参加及び提言発表 

① 期  日  平成２８年９月９日（金）～１０日(土) 

② 開 催 地  小樽市 

③ 活動概要 

本市校長会から２７名が参加し，１３の分科会で研修を深めた。とりわけ，第９

分科会「健全育成」においては，研究法制部内の提言プロジェクトチームを代表して旭

川小学校 古髙 誠志 校長が提言発表を行った。健全育成の推進に向けた校長の指

導性発揮の視点や実践の状況についてアンケート調査を行い，各校における取組の

成果と課題を明らかにするとともに，今後の学校運営を一層充実させるための校長

の果たすべき役割と指導の在り方を発表し，参会者から高い評価を得た。 

⑸ 研究紀要発刊  

今日的な教育課題及び学校経営に対する共通理解を図り，会員の職能向上に資する

よう各部，各地区，各研修会等における研究の成果を集約し，研究紀要を発刊した。 

 

４．おわりに 

⑴ 上川管内公立小・中学校長教育研究大会では，第１０次３か年計画１年次の研究主題の

下，職能向上に繋がる活発な研究協議が行われた。また，旭川市小・中学校長法制研修会

では，全会員のアンケートから今日的な課題を設定し，各講師の説明を基に，課題解決に

繋がる研修を深めることができた。 

⑵ 道小小樽大会では，提言プロジェクトチームが一丸となり，全道に旭川市の健全育成の

取組を発信することができた。次年度の宗谷大会に向けては，これまでの組織的な研究方

法を継承し，第２分科会の「組織・運営」に関する取組をまとめ，発表する予定である。 


